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１．はじめに 
 

AI (人工知能、 以下 AI) 技術やビックデータの活用などデジタル技術を活用して、多

様な課題 / 問題の解決やサービスの付加価値の向上を行う取り組みをデジタルトランス

フォーメーション (DX) と呼ぶ。 

様々な国や分野で DX 化が押し進められており、例えば中国においては武漢市をモデ

ル都市と指定し自動運転を行うタクシー (Apollo Go) の開発が進められている。  

専用の AI システム (Apollo) は、車体に取り付けられたカメラセンサーの情報、GPS デ

ータによる位置や渋滞の情報、WeChat (SNS 系アプリケーションソフト) に入力した目

的地の情報を活用して自動運転を行う事が可能である。 今後 Apollo Go が普及するこ

とで、渋滞を回避した運行 (効率化)、交通事故の減少 (ヒューマンエラーの防止)、低料

金化を期待することができる。 

日本においても官民を挙げて DX 化の取り組みが行われている。 

一例として国土交通省が主体となってヒトを支援する AI ターミナルというプロジェ

クトが進められており、これは AI を活用して港湾のコンテナターミナルのオペレーシ

ョンを最適化しようとする取り組みで、荷役時間の最適化、港湾労働者の作業環境の改

善、トレーラーの構内滞在時間の最小化、それらに伴う荷役機械の燃料や維持修繕費節

約によるコスト削減を目的とした実証実験である。 

効率の高い生産性と良好な労働環境の整備を目指しているものであり、AI がこれら

に貢献出来る事が示唆されている。 

国内外で多くの DX 化を目指した取り組みが行われる中で、海事鑑定 (マリンサーベ

イ) 分野においては、AI やビックデータの活用など最新のデジタル技術を活用した取り

組みの事例はあまり聞かない。 そこで本年度より IT 産業の発展が著しい中華人民共

和国 (以下 中国) を検証の場としてマリンサーベイの DX 化について調査研究を行うこと

にした。 

本調査研究は、一般社団法人 日本海事検定協会 検査第一サービスセンターと中国現

地法人である天津华和海事検定有限公司上海事業所 (以下 C-NKKK) が共同で行ったもの

である。 
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２．中華人民共和国における自動車輸出入検査の概要 

 

 中国国内で EV 自動車産業が成⾧するにつれて国内から海外へ輸出される自動車の台

数は年々増加傾向にある。中国汽車工業協会によれば、2019 年は約 102 万台であった

自動車の輸出台数が 2024 年には約 586 万台まで増加した。 今や中国は、日本の輸出

台数約 422 万台(2024 年)を大きく超えて世界一の自動車輸出大国となった。 

C-NKKK は、中国において自動車メーカーや船会社からの依頼をもとに自動車の輸出

入に関わる様々な検査サービス (Car Survey) を提供している。例えば、輸出入直前直後

の自動車車体を目視で検査し損害の有無を報告する外観検査、輸出大型車両のサイズ計

測や EV 駆動用車載バッテリーの充電状況の検査などである。検査の対象となる台数は

1 船あたり数百から数千にも及ぶことから、複数人のサーベイヤーがチームとなって検

査を行う。 

 
 

図１．中国から海外に輸出された自動車の台数 

 

 
 （中国汽車工業協会の公表データより作成） 

 
 
 
 

(万台) 
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図２．中国から海外に輸出される様々な自動車 

 
 
 

図３．中国で行われる様々な自動車輸出入検査 
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３．自動車輸出入検査のアプリケーションソフトの製作 

 前述の通り、中国における自動車の輸出拡大に伴い 1 船あたりの検査台数や依頼件

数が急速に増加し、また高い検査精度も要求されてきている。 

 複数人で協力して多数の対象物に対して検査を行う Car Survey の特性を考えれば AI

による画像診断技術やデータの一元管理、現場でのリアルタイムな情報共有など DX

化をカーゴサーベイに取り入れることで作業の効率化を行うことできるのではないかと

考えた。 

Car Survey の DX 化を進めるにあたって、通信機能と画像撮影を兼ねそろえた身近な

デジタル機器であるスマートフォンは現場サーベイヤーが常に所持しているため、これ

に着目した。 アプリケーションソフトを開発し各々のサーベイヤーに配布することで、

専用の機器を購入することなく多人数が同時に使用することが可能となる。 

車体外観検査用 AI アプリケーションソフト “C-NKKK CAR-AI SYSTEM” の開発にあたっ

ては、まずは Car Survey の中でも主体である車体外観検査 (Condition Survey)  用のアプ

リケーションソフト開発を最優先とした。 

普段の検査手順を検証した上で、下記の方針を基準に IT エンジニアと協議を重ね、

開発を行った。 

(1) 車体番号 (Vin Code) の読み取り機能を取り入れること 

(2)  AI による画像診断機能を取り入れ、損害が見つかった車体の写真から損害の場

 所や種類、大きさを自動的に特定できるようにすること 

(3) (2) における AI の提案内容は、サーベイヤーがその場でダブルチェックを行いす

 ぐに修正できるようにすること 

(4) (3) における検査結果（撮影した画像や診断の内容）は、スマートフォンの通信

 機能により、リアルタイムにクラウドに送信、共有、集計されてすぐにデータを

 活用することができるようにすること 

(5) (4)の内容は、エクセルシートや PDF に出力できるようにすること 

(6) デバイスの入力は指での操作以外にも音声での入力が行えること 
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図４．Car Survey 用アプリケーションの製作プラン 

 

 
 
 
 

図５．製作に向けたアプリケーションの完成イメージ図 
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４．アプリケーションソフト “C-NKKK CAR-AI SYSTEM” の紹介 

 

C-NKKK CAR-AI SYSTEM は、基本プラットフォームの開発期間とコストを削減するため

に、テンセント社が開発した微信 (Weixin / Wechat)と呼ばれる SNS 系アプリケーション

ソフトをプラットフォームとし、その中のミニプログラム（微信を基本とした小規模ア

プリケーションソフト）と呼ばれる機能 に組み入れた。 

微信は世界で 13 億人が使用するアプリケーションソフトであり、中国ではほぼ全て

のスマートフォンユーザーが利用している。 微信の小程序に組み入れることで安価で

の開発が可能となり、スマートフォンの機種ごとの動作確認作業は不要となる。 また

C-NKKK CAR-AI SYSTEM は米国の OPEN AI 社が 2024 年 5 月に公開した Chat-GPT 4o を採用

し画像や音声の識別や統合処理ができるように設計した。 

現在までに全てのスマートフォンで問題なく使用ができており、クラウドサーバーと

の通信時間は画像や音声識別時には 15-30 秒ほどである。 

 
 

図６．C-NKKK CAR-AI SYSTEM のフローチャート 
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５．画像診断による自動車車体部損傷の検出 

 

C-NKKK CAR-AI SYSTEM には、あらかじめ自動車のパーツの情報や損傷の種類に関する

情報を事前学習させている。 

自動車車体部の擦傷など類出する損傷に対しては高い検出精度を示す一方で、ホイー

ルの傷などケースが少なく、まだ事前学習が十分でない損傷では統一性がなく精度が低

い傾向が見られた。 

上記ホイールの損傷のようなケースや AI による画像診断の結果が実際と異なった場

合はサーベイヤーが音声やスクロール入力を使用して正しい情報に修正を行った後でク

ラウドサーバーに送信することになる。 

現実証実験段階においては、サーベイヤーによる修正機能が備わっているため実用上

の問題は生じていないが、画像診断をより精度の高いものに向上させることでエラーの

防止（記録ミス）やサーベイヤーによる判断差（傷の種類や大きさ、場所など）を最小

化することが可能になると考えられる。 

 
 

図７．画像診断による損傷の検出について① 

 

 
 
 
 
 



- 9 - 
 

 

図８．画像診断による損傷の検出について② 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



- 10 - 
 

６．報告書の作成及び統計データの活用について 

 

各々のスマートフォンから送信された検査データは、クラウドサーバーに集計されて、

サーベイレポートの作成や統計データとして活用することができる。 

報告書作成者はクラウドサーバー管理用の WEB サイトにアクセスし、あらかじめ登

録した船名を選択、サーベイレポートのダウンロードボタンを押すことで、損傷を見つ

けた車体の写真、および情報 (VIN CODE、車種、損傷部位、損傷の種類、損傷の大きさ)

を貼付したエクセルシートを出力することができる。このようにして作成されたレポー

トはサーベイヤーによるダブルチェックがなされた後、顧客に共有される。 

現在の報告書作成手法では個々のサーベイヤーから大量の画像と損傷と VIN CODE を

記した検査手帳を回収し、マニュアル入力にて報告書を作成しており、これに比べると

大幅な効率化を達成することが可能となった。 

また、同管理用の WEB サイト上では統計データをリアルタイムで確認することがで

き、現在までに検査を行った台数、損傷が報告された台数、損傷が報告された車体パー

ツおよび損傷種類の統計データを確認することができる。 

現時点では、全体の統計データを出力することが可能である。 

車種や場所毎などの損傷の統計データ (傾向) が確認できるように設計することでよ

り有益なデータ提供が可能になるものと考えられる。 
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図９．C-NKKK CAR-AI SYSTEM によるサーベイレポートの作成(自動化) 

 

 
 
 
 
 
 
 
 



- 12 - 
 

 

図１０．C-NKKK CAR-AI SYSTEM 上の統計データ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

レポートの件数  検査済の台数 損傷車の台数 登録済の車種数 

月毎の検査台数 

レポート毎の検査台数 
統計データ 
損傷の種類 

統計データ 
損傷部位 
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７．総括 

 

本取り組みにおいては、Car Survey への画像認識やデータ集計を活用したアプリケー

ションの導入をモデルとして、DX 化することで損害確認業務を効率化することができ

るのか実証試験を行った。 

AI による画像診断は、複数の人数で検査を行う Car Survey において統一性と作業効率

を高めるうえで有用であることが確認された。 

またすべての検査対象の車体 VIN CODE をアプリケーションソフトに入力することで

全ての車両データを検査員全体で瞬時に確認することができることからヤードに保管さ

れている膨大な数の検査対象が当該検査から漏れる事を防ぐことが可能となる。  

検査データを現場よりクラウドサーバーに自動的にアップロードされること、ソフト

の報告書作成の自動化により、事務所担当者がミスなく迅速に報告書を作成することが

できる事を確認した。 

また損傷の種類ごとや損傷部位ごとにデータを集計することで、車両が輸出入される

前にどのような理由で損傷を被るのか推定 (ロスコントロール) するうえで重要な情報

を得ることができる事が実証によって示唆された。 

このように Car Survey への AI を用いた実証試験を通して作業を DX 化することで現場

並びに事務作業の効率化に伴う作業環境の改善や収集したデータの活用についてマリン

サーベイの産業分野に大幅に寄与できる可能性が判明した。 

次年度においては、当該アプリケーションソフトについて下記の課題が判明したため、

Deep(Self)-Learning Model の導入などアップデーションと検証を進めていく予定である。 

 

・事前学習をしていない損傷に対して検出の精度が悪い 

・統計データの抽出方法 

・AI によるアドバイスの可否など 
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